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（１）事業の経過 及び その成果

世界経済  ３年に及ぶコロナ・パンデミックからの正常化

 地政学リスクの急激な高まり ～ 資源価格の上昇

 欧米諸国の利上げによるインフレ抑制対応

日本経済  緩やかな景気回復

自動車、サービス産業の回復、建築分野の低迷

 先進諸国との金利差拡大 ～ 記録的な円安

 コスト・プッシュ型インフレが家計を直撃

鉄鋼業界  鋼材価格是正の継続
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（１）事業の経過 及び その成果

連結業績の推移と来期予想
９６期実績

（前年同期比 増減）

売上高 1,724 億円
（13.7% 増）

営業利益 25.3 億円

（7.1% 増）

経常利益 28.3 億円

（10.4% 増）

当期純利益 19.5 億円

（9.8% 増）
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（２）対処すべき課題

 金利なき世の中から抜け出て正常な経済へ

 デフレからインフレ経済へ

 コストプッシュ型インフレを乗り越えて「需要牽引型インフレ」への挑戦

 地政学リスクの増大・不確実性の高まり

この2年間は日本経済が新たな姿に変貌していく極めて重要な局面

コストアップを受け入れながらも持続的成長を続ける企業を目指す

 顧客にアポイントされる機能の強化～成長投資

 金利上昇にも強い財務体質への変革

 投資家の期待に応える開示姿勢と持続的な配当



（３）剰余金の配当等の決定に関する方針

５

配当性向50%水準の継続。 好業績維持で高配当の持続と、IR活動強化によるPBR1倍の実現。
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